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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
修
学
旅
行
は
無
人
島
！
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
４
４
４
Ｅ

【
作
者
名
】

　
成
瀬
衣
幌

【
あ
ら
す
じ
】

　
高
校
三
年
生
の
京
誄
創
（
き
ょ
う
る
い
－
そ
う
）
は
、
修
学
旅
行
で
無
人
島

に
行
く
こ
と
に
！
！
先
生
は
島
ま
で
は
来
な
い
こ
と
に
…
４
５
人
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
無
人
島
へ
Ｇ
Ｏ
！
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修
学
旅
行
は
○
○
○
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
修
学
旅
行
は
○
○
○
！
？
 

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
私
立
緑
川
学
園
大
学
附
属
高
校
―
創
立
１
８
０
年
の
歴
史
が
あ
る
こ
の
学
校

で
、
前
代
未
聞
の
修
学
旅
行
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
…

　
－
２
年
Ｉ
組
・
教
室
（
在
籍
生
徒
数
、
１
０
８
０
人
も
い
る
か
ら
、
ク
ラ
ス

が
増
え
て
し
ょ
う
が
な
い
。
）
－

　
僕
の
名
前
は
京
誄
創

き
ょ
う
る
いそ
う

　
今
、
一
時
限
目
が
ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
。
二
時
限
目
は
、
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ

ｉ
ａ
ｌ
 

ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
 

ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
（
特
別
学
級
活

動
）
何
の
授
業
何
だ
ろ
う
か
。
ま
あ
、
大
方
修
学
旅
行
の
目
的
地
発
表
だ
ろ
う

な
。
そ
う
。
今
は
二
年
生
の
五
月
。
修
学
旅
行
の
季
節
な
の
だ
（
こ
の
学
校
で

は
）

　
６
分
後
。
二
時
限
目
始
ま
り
。

「
ま
あ
、
予
想
は
つ
い
て
る
と
思
う
が
、
修
学
旅
行
の
目
的
地
発
表
だ
」

　
す
る
と
、
先
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
パ
ソ
コ

ン
を
コ
ー
ド
で
つ
な
ぐ
。
そ
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
の
電
源
を
入
れ
る
。
何
処
か
の
島
が
映
る
。

「
こ
の
島
は
、
長
崎
県
平
岩
市
南
平
１
１
９
３
に
あ
る
、
吉
見
島
だ
。
実
を
言

な
が
さ
き
け
ん
ひ
ら
い
わ
し
み
な
み
だ
い
ら

よ
し
み
と
う

う
と
、
こ
の
島
に
行
く
。
さ
ら
に
実
を
言
う
と
、
無
人
島
だ
。
先
生
た
ち
も
付

い
て
い
く
が
、
島
ま
で
は
来
な
い
」

　
ク
ラ
ス
の
空
気
が
ど
う
か
し
て
い
る
風
に
な
る
。
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さ
て
、
先
生
の
詳
細
を
教
え
て
お
こ
う
か
。

　
名
前
は
吉
岡
友
和

よ
し
お
か
と
も
か
ず

　
年
齢
は
２
６
歳
と
、
若
い
。
僕
と
９
歳
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

　
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
、
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と
技
術
は
人
一
倍
、
と
い
う
（
こ
の

学
校
の
立
派
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
先
生
が
作
っ
た
も
の
だ
。
）
ア
ウ
ト
ド
ア
系

な
の
か
イ
ン
ド
ア
系
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
人
だ
。

　
４
５
人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
、
こ
れ
か
ら
無
人
島
に
行
く
の
か
…
楽
し
み
だ
。

　
祥
子
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
行
く
の
も
…
（
祥
子
ち
ゃ
ん
と
は
、
創
の
恋
人
。
相

し
ょ
う
こ

思
相
愛
で
、
何
故
あ
の
美
人
が
ル
ッ
ク
ス
・
平
均
、
身
長
・
平
均
、
学
力
は
と

も
か
く
…
の
創
と
恋
人
に
な
っ
た
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
た
だ
、

無
人
島
に
行
け
ば
分
か
る
だ
ろ
う
。
祥
子
ち
ゃ
ん
が
創
に
惚
れ
た
理
由
が
…
）

　
ｆ
ｉ
ｎ
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修
学
旅
行
は
○
○
○
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

こ
の
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

実
際
の
地
名
・
名
称
・
団
体
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
行
く
の
は
当
初
は
無
人
島
と
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
は
修
学
旅
行
は
○
○
○
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
学
校
の
絵
を
ブ
ロ
グ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｄ
．
ｈ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ａ
．
ｎ
ｅ
．

ｊ
ｐ
／
ｋ
４
１
１
／
）
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
の
で
、
見
て
く
だ
さ
い
。

紫
色
の
、
英
語
で
ｍ
ｉ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
と
書
い
て
あ
る
ビ
ル
が
、
緑
川
学

園
［
ｍ
ｉ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
 

ｔ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
］
で
す
。

校
舎
は
薄
黄
緑
色
の
建
物
が
第
一
校
舎
（
創
た
ち
の
ク
ラ
ス
も
こ
の
校
舎
）
、

薄
紫
は
第
二
校
舎
で
す
。
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第
一
章
　

修
学
旅
行
は
無
人
島
！
？
第
一
章
　
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
１
　
旅
行
用
意
開
始
！

　
は
あ
…
無
人
島
な
ん
て
…
。
ど
う
せ
な
ら
、
ハ
ワ
イ
で
も
タ
チ
ヒ
で
も
海
外

で
も
沖
縄
で
も
北
海
道
で
も
い
い
か
ら
フ
ツ
ー
の
修
学
旅
行
行
き
た
か
っ
た
ん

だ
け
ど
な
。
（
海
外
は
フ
ツ
ー
じ
ゃ
な
い
か
）

　
ま
あ
、
こ
れ
が
運
命
。
死
ぬ
か
生
き
る
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
し
。

　
あ
っ
、
そ
う
だ
。
吉
見
島
の
こ
と
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
ｗ
ｉ

ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
と
か
、
あ
と
省
庁
の
サ
イ
ト
と
か
。
長
崎
県
の
公
式
Ｈ
Ｐ
も

い
い
な
。
平
岩
市
に
つ
い
て
も
調
べ
な
く
て
は
。

　　
僕
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
た
。
　

　
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
 

ｘ
ｐ
の
起
動
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
お
気
に
入
り
ブ
ラ
ウ
ザ
の
Ｍ
ｏ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ
を

起
動
す
る
。

　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
た
。
『
吉
見
島
 

ｗ
ｉ
ｋ
ｉ

ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
』
で
ｉ
'

ｍ
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
を
指
定
し
て
、
検
索

に
か
け
る
。

　
…
５
秒
後
。
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
の
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
。
さ
っ
そ
く

見
て
み
る
と
…
面
積
：
１
６
．
７
平
方
キ
ロ
、
人
口
ゼ
ロ
、
簡
単
な
歴
史
は
、

１
７
８
９
年
、
日
本
の
長
崎
在
住
・
町
田
万
階
ら
率
い
る
漁
船
で
発
見
さ
れ
、

ま
ち
だ
ま
ん
か
い

そ
の
後
火
山
活
動
の
影
響
で
浮
き
沈
み
を
繰
り
返
す
も
の
の
、
最
近
は
落
ち
着

き
、
火
山
の
活
動
も
か
な
り
弱
ま
っ
て
い
る
。
１
９
８
２
年
か
ら
は
、
１
時
間

に
一
回
起
き
て
い
た
火
山
活
動
も
ゼ
ロ
、
日
本
政
府
も
火
山
島
の
指
令
を
外
し

て
い
る
。

　
な
る
ほ
ど
。
火
山
活
動
の
せ
い
で
ね
。
で
も
沈
ん
だ
り
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

 
「
大
丈
夫
だ
。
研
究
機
関
の
調
査
に
よ
っ
て
沈
ま
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
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る
。
」

　
先
生
！
勝
手
に
人
の
心
を
読
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
そ
し
て
、
こ
の
後
も
ど
ん
ど
ん
調
べ
続
け
、
い
よ
い
よ
用
意
に
取
り
掛
か
っ

た
。

　
数
十
分
後
。
持
ち
物
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
、
い
よ
い

よ
終
わ
り
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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第
一
章
 

Ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ
２

　
修
学
旅
行
は
無
人
島
！
？
　
第
一
章
 

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
２
 

出
発

　
修
学
旅
行
当
日
―
午
前
１
０
時
２
２
分
 

多
摩
国
際
空
港
 

国
内
線
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル

「
ス
カ
イ
ジ
ャ
パ
ン
エ
ア
ラ
イ
ン
４
３
２
便
に
ご
搭
乗
の
方
は
、
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
」

僕
た
ち
が
乗
る
飛
行
機
の
出
発
時
間
が
近
づ
い
て
い
る
。

「
よ
ー
し
、
み
ん
な
い
く
ぞ
～
！
！
！
」

　
吉
岡
先
生
の
声
が
響
く
。

　
僕
は
胸
を
高
鳴
ら
せ
な
が
ら
、
搭
乗
ゲ
ー
ト
へ
と
急
ぐ
。

　
５
分
後
。

　
全
員
が
乗
り
終
わ
り
、
一
安
心
。
目
の
前
に
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｘ
パ
ソ
コ
ン
の

リ
ナ
ッ
ク
ス

電
源
を
入
れ
る
。

　
起
動
し
た
。
早
速
ブ
ラ
ウ
ザ
を
起
動
す
る
。
こ
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
Ｍ
ｏ
ｚ
ｉ

ジ
ラ

モ

ｌ
ｌ
ａ
 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ
 

２
が
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
も
う
す
ぐ
リ
リ
ー

フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス

ス
さ
れ
る
Ｍ
ｏ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ
 

３
 

正
式
版
が
待
ち
遠
し

い
な
あ
と
思
っ
た
。

　
飛
行
機
が
離
陸
し
た
。
無
事
に
離
陸
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
学
校
、

金
も
っ
て
る
な
あ
、
と
思
っ
た
。

　
保
護
者
に
は
一
人
５
０
０
０
円
し
か
募
集
し
て
い
な
い
か
ら
、
５
０
０
０
×

４
０
×
８
で
…
１
６
０
０
０
０
０
円
。
い
や
、
大
丈
夫
か
。
し
か
し
、
こ
の
便

は
チ
ャ
ー
タ
ー
機
と
い
う
か
、
貸
切
だ
。
相
当
な
費
用
が
か
か
っ
た
の
で
は
、

と
も
思
っ
た
。
八
ク
ラ
ス
分
あ
る
か
ら
な
あ
。

「
お
い
、
京
誄
、
見
て
み
ろ
よ
、
あ
れ
。
」

き
ょ
う
る
い

　
親
友
の
、
大
屋
　
賢
治
が
話
し
か
け
て
き
た
。

お
お
や

け
ん
じ

「
何
だ
よ
…
ん
、
あ
あ
、
あ
れ
か
。
」
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ど
う
や
ら
、
大
屋
は
窓
の
外
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
僕

は
、
安
月
給
の
父
さ
ん
が
、
ど
こ
か
ら
金
が
や
っ
て
き
た
の
か
知
ら
な
い
が
、

旅
行
す
る
お
金
だ
け
が
な
ぜ
か
た
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
月
一
回
は
旅
行
に

行
っ
て
い
た
。
（
そ
の
せ
い
で
、
一
回
も
皆
勤
賞
を
取
れ
な
か
っ
た
が
。
）

　
だ
か
ら
、
飛
行
機
も
何
百
回
と
乗
っ
て
い
る
。
な
の
で
、
窓
の
風
景
な
ど
は
、

最
初
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
、
今
は
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
僕
は
、
ま
だ
大
騒
ぎ
し
て
い
る
大
屋
に
、
言
っ
た
。

「
お
い
、
お
前
小
学
校
か
ら
の
親
友
だ
ろ
、
だ
か
ら
、
僕
が
飛
行
機
乗
る
の
慣

れ
て
る
の
知
っ
て
る
だ
ろ
…
」

「
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
っ
た
な
、
悪
い
悪
い
（
わ
り
い
わ
り
い
）
」

　
そ
う
、
僕
と
大
屋
は
小
学
校
か
ら
の
親
友
だ
。
し
か
も
、
小
学
一
年
生
か
ら

今
ま
で
、
一
回
も
ク
ラ
ス
が
別
々
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
、
中
学
一

年
生
ご
ろ
、
知
能
指
数
が
急
激
に
な
ぜ
か
高
ま
っ
て
き
た
僕
は
、
難
関
で
有
名

な
緑
川
に
、
高
校
か
ら
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
学
習
能
力
が
普
通

だ
っ
た
大
屋
は
、
悲
し
ん
だ
が
、
猛
勉
強
し
て
、
緑
川
に
２
位
で
入
っ
た
。
（

首
席
は
僕
だ
）
し
か
も
、
難
な
く
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

す
ご
い
な
、
と
思
っ
た
。

　
他
愛
な
い
話
を
み
ん
な
と
し
て
い
る
間
に
、
も
う
、
長
崎
に
つ
い
た
。
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長
崎
到
着
か
ら
初
日

　
長
崎
の
空
港
か
ら
、
こ
れ
ま
た
貸
切
バ
ス
で
長
崎
駅
へ
。
バ
ス
の
車
体
に
は
、

『
長
崎
観
光
交
通
』
と
馬
鹿
で
か
く
書
か
れ
た
、
よ
く
こ
ん
な
バ
ス
作
っ
た
な

と
い
う
、
セ
ン
ス
が
疑
わ
れ
る
バ
ス
だ
。

　
ぼ
く
た
ち
は
、
休
み
時
間
に
密
か
に
決
め
た
席
順
の
通
り
、
要
領
よ
く
乗
り

込
む
。

　
そ
し
て
、
バ
ス
は
軽
快
に
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
し
、
出
発
し
た
。

　
２
３
分
後
、
１
３
：
０
９
分
。
（
時
間
は
バ
ス
の
時
計
で
見
た
）
長
崎
駅
の

前
に
着
い
た
。
あ
あ
、
で
か
い
な
ぁ
。
空
港
で
も
一
瞬
見
た
が
、
駅
に
書
か
れ

た
『
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｓ
ｏ
！
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ
』
の
文
字
は
、
長
崎
に
来
た
、
と

い
う
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
そ
こ
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
九
州
：
特
急
『
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
－
ｓ
ｋ
ｙ
！
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｋ

ｉ
』
に
乗
り
、
矗
差
駅
か
ら
、
地
方
の
路
線
矗
能
生
線
に
乗
る
。

ち
く

さ
え
き

ち
く

の
う

　
…
さ
っ
き
ま
で
は
、
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
た
の
だ
が
、
こ
の
路
線
に
乗
っ
た

と
た
ん
に
田
園
風
景
が
広
が
る
。

「
お
い
、
森
田
、
田
園
、
っ
て
感
じ
だ
な
」

　
僕
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
以
上
友
達
ぐ
ら
い
か
な
、
の
森
田
雛
子
に
話
す
。

も
り
た

ひ
な
こ

「
確
か
に
ね
…
。
さ
っ
き
ま
で
は
都
会
だ
っ
た
の
に
、
田
舎
に
な
っ
て
る
わ
。

私
た
ち
が
住
む
東
京
と
は
大
違
い
」

　
森
田
は
率
直
に
感
想
を
言
う
。
森
田
は
ク
ラ
ス
の
中
で
男
子
が
つ
け
る
『
女

子
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
２
位
を
獲
得
し
て
い
る
。
性
格
も
お
と
な
し
く
、
優

し
い
。
ま
ぁ
、
僕
は
１
位
で
あ
る
、
祥
子
の
ほ
う
が
い
い
け
ど
、
１
０
人
ぐ
ら

い
は
、
森
田
を
好
き
ら
し
い
。

 
 

話
が
逸
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
事
は
置
い
と
い
て
、
や
っ
ぱ
り
日
本
人

に
は
田
園
風
…
お
っ
と
、
も
う
降
り
る
駅
が
近
づ
い
て
き
た
。

　
降
り
た
駅
は
、
太
齋
湊
と
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
駅
、
無
人

だ
ざ
い
み
な
と

駅
だ
っ
た
。
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そ
の
名
の
通
り
、
駅
の
近
く
に
は
『
太
齋
湊
』
と
呼
ば
れ
る
港
が
あ
っ
た
。

今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
が
、
今
回
は
特
別
に
船
を
用
意
し
、
島
へ
向
か

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
船
は
、
こ
の
港
に
い
る
の
が
お
か
し
い
ぐ
ら
い
立
派
な
船
で
（
ま
あ
、

立
派
な
港
で
見
た
ら
ち
っ
ぽ
け
に
感
じ
る
の
だ
が
）
、
１
０
０
０
人
の
人
々
を

運
べ
る
と
い
う
船
だ
っ
た
。
名
前
は
、
『
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
 
 

ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
 

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
．
ｓ
ｐ
ｅ

ｃ
ｉ
ａ
ｌ
 

ｖ
ｅ
ｒ
．
』
と
い
っ
た
。
っ
て
、
『
ｍ
ｉ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
 

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
』
っ
て
、
う
ち
の

学
園
の
英
称
じ
ゃ
な
い
か
！
…
船
ま
で
持
っ
て
い
た
の
か
、
う
ち
の
学
校
。

　
と
り
あ
え
ず
男
子
と
女
子
全
員
が
乗
り
込
み
、
出
発
。
な
ん
か
静
か
や
な
、

と
思
い
、
先
生
に
聞
く
と
「
あ
あ
、
こ
の
船
は
モ
ー
タ
ー
で
動
い
て
い
る
ん
だ
。

太
陽
電
池
シ
ス
テ
ム
も
採
用
し
て
い
る
。
２
０
０
３
年
に
緑
川
学
園
製
船
工
場

に
て
作
ら
れ
、
２
０
０
４
年
に
登
録
さ
れ
た
」
ほ
ー
ん
。
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
を

ね
ぇ
。

　
そ
ん
な
事
を
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
島
に
到
着
し
た
。
先
生
た
ち
は
吉
見
小

じ
ま

よ
し
み
こ

島
に
建
物
を
作
り
、
そ
こ
に
滞
在
す
る
よ
う
だ
。
僕
た
ち
は
ま
ず
そ
こ
に
行
き
、

そ
こ
で
詳
細
が
話
さ
れ
た
。

「
え
っ
と
、
無
人
島
に
は
、
テ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、
入
り
口
に
あ
る
番
号
札
の

数
字
を
見
て
、
自
分
の
班
の
数
字
の
テ
ン
ト
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ

は
、
先
生
た
ち
の
ほ
う
で
決
め
て
あ
り
ま
す
。
先
生
宿
舎
入
り
口
の
表
で
確
認

こ
こ
の
こ
と

し
て
く
だ
さ
い
」

「
で
は
、
解
散
！
」

　
先
生
の
発
言
が
終
わ
る
と
、
僕
ら
は
先
生
宿
舎
前
の
表
を
確
認
し
た
。
え
ー

と
、
僕
は
Ｎ
Ｏ
．
６
か
。
あ
、
祥
子
ち
ゃ
ん
も
Ｎ
Ｏ
．
６
だ
。
森
田
も
。
大
屋

も
。
…
先
生
、
な
ん
て
都
合
が
い
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
Ｎ
Ｏ
．
６
の
グ
ル
ー

プ
は
こ
の
四
人
で
活
動
す
る
の
か
。

　
僕
た
ち
は
、
一
時
的
に
本
島
か
ら
小
島
に
か
け
ら
れ
た
橋
を
渡
り
、
本
島
へ
。

僕
ら
、
Ｎ
Ｏ
．
６
の
テ
ン
ト
の
中
に
入
る
。
す
る
と
、
大
屋
が
い
た
。

「
あ
れ
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
ま
だ
き
て
な
い
の
か
？
」
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僕
は
大
屋
に
聞
い
た
。

「
あ
あ
、
そ
う
だ
。
遅
い
な
、
女
子
は
や
っ
ぱ
」

　
そ
う
だ
、
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
壁
に
糸
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
る
あ
の
『
正
し
く
無
人
島
生
活
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
』
で
も
読
む
か
」

「
サ
ン
セ
ー
」

　
そ
し
て
、
僕
ら
二
人
は
黙
々
と
読
み
始
め
た
。

　
▼
以
下
、
本
文

　
１
．
持
ち
物
の
確
認

　
テ
ン
ト
の
中
に
以
下
に
記
載
す
る
ア
イ
テ
ム
が
あ
る
か
き
ち
ん
と
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
な
い
場
合
は
先
生
宿
舎
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
１
．
非
常
用
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
先
生
宿
舎
と
海
上
保
安
庁
の
み
に
か
か
り
ま
す
）

　
２
．
薪
、
５
０
本

　
３
．
非
常
食
セ
ッ
ト
（
五
日
、
メ
ン
バ
ー
分
）

　
４
．
災
害
時
緊
急
ラ
イ
ト
メ
ン
バ
ー
分

　
５
．
正
し
く
動
物
を
狩
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
教
本

　
６
．
他
の
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
い
く
た
め
に
教
本

　
７
．
Ｙ
Ａ
！
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
の
レ
ー
ベ
ル
の
本
全
冊

　
…
僕
ら
は
ひ
と
つ
だ
け
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
本
を
読
む

の
を
と
り
あ
え
ず
や
め
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
女
子
組
が
来
た
。

「
遅
い
！
な
に
し
て
ん
だ
よ
！
」

　
大
屋
が
女
子
に
対
し
て
言
う
。

「
い
や
、
女
子
は
こ
れ
を
持
っ
て
け
っ
て
」

「
あ
っ
」

　
そ
う
、
な
か
っ
た
非
常
食
セ
ッ
ト
だ
。
職
員
宿
舎
に
と
り
に
行
こ
う
と
思
っ

た
の
だ
が
。

「
あ
っ
、
ど
も
」

「
も
う
、
誤
解
し
な
い
で
よ
ね
」

　
ち
ょ
っ
と
不
機
嫌
気
味
の
女
子
も
参
加
さ
せ
、
全
員
で
（
２
）
を
読
ん
だ
。
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今
度
は
、
心
得
が
書
い
て
あ
る
。
そ
の
次
は
…
ど
う
で
も
い
い
本
だ
と
確
認

し
た
僕
ら
は
、
と
り
あ
え
ず
本
棚
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
そ
う
、
こ
の
テ
ン
ト

の
中
に
は
、
発
電
機
と
電
球
、
本
棚
、
布
団
が
あ
る
。
（
あ
、
発
電
機
は
厳
密

に
言
え
ば
テ
ン
ト
の
隣
に
あ
る
）
本
棚
に
は
Ｙ
Ａ
！
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
や
、
教
本
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
発
電
機
は
、
一
応
低
音
だ
が
、
ブ
ー

ン
と
唸
っ
て
い
た
。
電
球
は
一
個
だ
が
あ
ま
り
暗
く
な
い
。
ワ
ッ
ト
数
が
高
い

よ
う
だ
。
布
団
は
羽
毛
布
団
で
、
メ
ン
バ
ー
分
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
広
い
な
、

こ
の
テ
ン
ト
。
普
通
の
テ
ン
ト
の
１
０
倍
ぐ
ら
い
広
そ
う
だ
。
―
眠
く
な
っ
て

き
た
僕
は
腕
時
計
を
確
認
す
る
。
Ａ
Ｍ
２
：
２
１
分
…
そ
り
ゃ
眠
い
わ
け
だ
。

そ
し
て
僕
は
こ
う
い
っ
た
。

「
み
ん
な
、
そ
ろ
そ
ろ
寝
な
い
か
」

「
賛
成
」

　
ま
る
っ
き
し
疲
れ
た
声
で
全
員
が
返
答
す
る
。
発
電
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

電
球
の
ス
イ
ッ
チ
も
オ
フ
に
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
静
か
に
寝
息
を
た
て
、
就

寝
。
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二
日
目
午
前

　
翌
日
。
午
前
六
時
。
そ
の
日
は
晴
れ
渡
っ
た
い
い
日
だ
っ
た
。

　
僕
ら
は
、
次
々
と
起
床
し
始
め
た
。
あ
、
目
覚
ま
し
時
計
が
付
い
て
い
た
の

か
。
時
計
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
を
見
る
と
［
Ａ
Ｍ
 

６
：
０
４
］
と
な
っ
て
い
る
。

「
は
ぁ
～
、
顔
っ
て
洗
え
る
の
か
し
ら
」

　
森
田
が
言
う
。
さ
す
が
女
性
ら
し
き
発
言
だ
。

「
と
も
か
く
、
川
を
探
す
し
か
な
い
な
」

　
僕
は
そ
う
森
田
に
言
い
、
次
に
「
み
ん
な
で
川
探
し
に
行
く
か
」
と
述
べ
た
。

「
そ
う
だ
な
、
そ
れ
し
か
な
い
な
」

　
目
の
下
に
若
干
く
ま
が
出
来
て
い
る
大
屋
が
そ
う
言
っ
た
。

「
よ
し
、
バ
ケ
ツ
と
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
出
発
だ
」

「
Ｏ
Ｋ
」

　
僕
ら
は
、
眩
し
い
日
の
光
に
目
を
狭
め
な
が
ら
進
ん
だ
。
こ
こ
に
は
地
図
も

何
も
な
い
。
方
位
磁
針
だ
け
は
あ
る
け
れ
ど
。
と
も
か
く
、
前
に
進
ん
だ
。
な

ぜ
か
他
の
班
は
ま
だ
い
な
い
。
水
の
確
保
っ
て
重
要
な
の
に
な
。

　
２
０
分
位
歩
い
た
だ
ろ
う
か
。
す
る
と
、
川
が
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
飲

み
水
な
の
だ
ろ
う
か
…
。
あ
っ
、
そ
う
だ
こ
ん
な
と
き
は
、
「
森
田
！
水
が
。

水
質
検
査
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
」
２
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
後
ろ
に
い
る
森
田
に
僕
は

叫
ん
だ
。
森
田
は
化
学
同
好
会
に
所
属
し
て
い
る
。
し
か
も
専
門
分
野
は
”
水

”
な
の
で
、
水
質
検
査
チ
ェ
ッ
カ
ー
く
ら
い
用
意
し
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。

　
森
田
が
走
っ
て
き
た
。
手
に
は
水
質
検
査
チ
ェ
ッ
カ
ー
が
。
ど
う
や
ら
、
こ

の
タ
イ
プ
は
ペ
ン
型
で
、
上
に
つ
い
て
い
る
液
晶
が
水
色
に
な
る
と
飲
め
る
水

ら
し
い
。

　
早
速
水
質
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
液
晶
は
水
色
に
。
要
す
る
に
、
飲
め
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
よ
し
、
飲
め
る
ら
し
い
な
。
じ
ゃ
あ
み
ん
な
で
バ
ケ
ツ
に
入
れ
る
ぞ
。
男
子

は
バ
ケ
ツ
、
女
子
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
そ
れ
ぞ
れ
五
本
ず
つ
く
ん
で
く
れ
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
そ
の
エ
コ
バ
ッ
ク
に
い
れ
る
こ
と
。
い
い
な
」



14

「
オ
ッ
ケ
ー
」

　
そ
し
て
、
水
を
く
み
始
め
る
。
２
分
ほ
ど
た
っ
た
だ
ろ
う
か
。
水
汲
み
が
終

わ
っ
た
僕
ら
は
、
帰
る
こ
と
に
。

　
帰
り
道
―
―
Ｎ
Ｏ
．
８
の
班
に
会
っ
た
僕
ら
は
、
片
手
を
挙
手
し
た
。
向
こ

う
も
笑
顔
で
挙
手
す
る
。
バ
ス
の
運
転
士
み
た
い
に
、
挙
手
す
る
こ
と
が
お
約

束
だ
っ
た
。
向
こ
う
の
班
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し
き
人
が
言
っ
た
。
「
水
は
こ
の
先

あ
っ
た
か
、
あ
っ
た
ら
飲
め
そ
う
か
？
」
僕
ら
は
短
く
「
あ
あ
」
と
答
え
、
「

じ
ゃ
」
と
言
い
、
足
早
に
進
ん
で
い
っ
た
。

　
テ
ン
ト
に
着
き
、
女
子
は
バ
ケ
ツ
に
く
ん
だ
水
で
顔
を
洗
う
。
男
子
は
別
の

バ
ケ
ツ
で
歯
磨
き
を
す
る
。
こ
う
な
る
と
、
次
の
問
題
は
「
お
な
か
す
い
た
」

で
あ
る
。
朝
食
を
食
べ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

「
お
い
、
朝
食
狩
り
に
行
か
な
い
と
な
」
僕
は
言
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
大
屋

が
「
い
や
、
あ
の
川
に
魚
が
い
た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
極
秘
で
と
っ
て
き
た
け
ど
、

食
べ
る
か
」
と
い
っ
た
。
ナ
イ
ス
！
大
屋
。
僕
ら
は
、
そ
の
魚
を
焼
く
た
め
に

火
を
お
こ
し
た
。
結
構
大
変
な
作
業
で
、
３
回
も
失
敗
し
た
が
無
事
に
火
を
起

こ
せ
た
。
ど
う
や
ら
大
屋
が
持
っ
て
き
た
魚
は
鮎
ら
し
く
、
調
味
料
を
持
っ
て

き
て
い
た
祥
子
の
塩
を
か
け
る
と
、
鮎
の
塩
焼
き
に
な
っ
て
、
美
味
し
か
っ
た
。

結
構
な
量
捕
ま
え
て
い
た
の
で
、
残
っ
た
４
匹
は
昼
食
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
う
し
て
朝
の
支
度
を
終
え
る
と
、
急
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
全
員
携
帯
ト
イ
レ
を
持
っ
て
き
て
い
た
た
め
、
支
障

は
な
か
っ
た
が
、
問
題
は
”
ど
こ
で
す
る
か
”
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
男
性
陣
は
と
も
か
く
女
性
陣
の
猛
烈
な
議
論
の
結
果
、
結
局
近
く
の
茂
み
の

中
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
僕
ら
は
ト
イ
レ
を
終
え
、
テ
ン
ト
に
戻
っ
た
。
こ

れ
で
も
う
全
て
安
心
だ
。
今
の
時
刻
は
７
時
５
２
分
。
１
０
時
に
一
度
先
生
宿

舎
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
各
自
持
っ
て
き
た
本
や
携
帯
ゲ

ー
ム
機
、
ケ
ー
タ
イ
電
話
な
ど
で
暇
つ
ぶ
し
を
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
ケ
ー

タ
イ
電
話
で
電
話
す
る
こ
と
や
、
ｉ
－
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
な
ど
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
が
。
と
り
あ
え
ず
僕
は
持
っ
て
き
た
『
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
の
日
常
と
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襲
撃
』
を
読
む
こ
と
に
し
た
。

　
気
が
付
く
と
、
９
時
４
０
分
に
な
っ
て
い
た
。
僕
は
み
ん
な
に
「
お
ー
い
、

そ
ろ
そ
ろ
行
く
ぞ
。
先
生
宿
舎
」
と
呼
び
か
け
。
ゴ
ロ
寝
状
態
の
み
ん
な
を
起

き
上
が
ら
せ
、
出
発
し
た
。

　
先
生
宿
舎
で
は
、
問
題
な
く
無
人
島
生
活
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の

が
話
さ
れ
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
が
自
分
の
班
の
状
況
を
話
す
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
は
、
僕
が
引
き
受
け
た
。
と
い
う
か
、
押
し
付
け
ら
れ

た
。

　
つ
い
に
自
分
の
班
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
。
「
え
ー
と
、
僕
ら
の
班
で
は
特

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
食
も
ト
イ
レ
も
水
の
確
保
も
済
ま
せ
ま
し
た
」
―

―
こ
ん
な
の
で
い
い
の
か
？
と
メ
ン
バ
ー
に
目
配
せ
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
と

り
あ
え
ず
う
な
ず
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
先
生
が
「
分
か
り
ま
し
た
。
座
っ
て
い

い
で
す
」
と
発
言
し
た
の
で
、
言
葉
通
り
僕
は
座
っ
た
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
午
前
中
が
終
わ
っ
た
。
次
は
午
後
だ
。
昼
食
も
食
べ
な
く

て
は
…
そ
れ
で
は
、
『
二
日
目
午
後
』
に
続
く
。
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ま
さ
か
の
最
終
回

　
さ
て
、
ま
ず
大
屋
が
と
っ
た
鮎
で
昼
食
を
と
っ
た
。
朝
飯
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

で
も
い
け
る
も
の
だ
。

　
そ
れ
か
ら
、
火
を
お
こ
す
た
め
に
薪
を
と
っ
て
き
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
何
か
す
る
か
？
」

「
う
ん
、
そ
う
だ
な
」

「
じ
ゃ
ー
ね
ー
、
み
ん
な
が
で
き
る
の
が
い
い
」

「
あ
ー
、
た
し
か
に
」

「
そ
う
だ
ね
ぇ
…
だ
れ
か
オ
セ
ロ
持
っ
て
き
て
な
い
？
」

「
残
念
、
持
っ
て
き
て
な
い
」

「
お
れ
も
」

「
私
も
…
」

「
あ
、
そ
う
だ
、
じ
ゃ
あ
、
石
で
オ
セ
ロ
作
ろ
う
ぜ
！
」

「
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
」

そ
ん
な
こ
ん
な
で
海
岸
で
石
を
拾
い
、
棒
で
マ
ス
を
書
き
、
勝
負
！
ま
ず
は
大

屋
と
森
田
が
や
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
黒
が
大
屋
で
白
が
森
田
に
な
り
、
開
始
。

　
黒
：
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
こ
こ
！
」

　
白
：
「
じ
ゃ
あ
私
は
こ
こ
に
し
て
と
」

　
黒
：
「
じ
ゃ
あ
オ
レ
は
」

　
白
：
「
そ
し
た
ら
ね
ぇ
」

と
順
番
に
進
め
、
大
屋
が
若
干
リ
ー
ド
し
て
い
る
情
勢
に
。

「
よ
し
、
勝
て
る
！
」

「
う
ー
ん
、
負
け
そ
う
…
」

で
も
、
勝
て
る
と
思
っ
た
一
瞬
の
油
断
が
原
因
で
、
一
気
に
森
田
逆
転
リ
ー
ド
。

　
結
局
森
田
が
勝
っ
た
の
だ
っ
た
。
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さ
て
、

「
小
石
オ
セ
ロ
」
も
終
わ
り
、
暇
に
な
っ
た
。
「
よ
し
、
晩
御
飯
も
鮎
だ
と
ア

レ
だ
か
ら
、
釣
り
に
で
も
い
こ
う
か
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
」

そ
れ
か
ら
も
、
た
の
し
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
だ
が
、
な
ぜ
か
時
の
流

れ
が
早
か
っ
た
。

「
よ
し
、
も
う
い
い
だ
ろ
う
。
動
作
を
止
め
て
く
れ
」

校
長
が
技
術
長
に
命
令
す
る
。
刹
那
、
近
く
に
鳴
り
響
い
て
い
た
機
械
的
な
音

が
止
ん
だ
。

と
同
時
に
、
目
の
前
に
あ
る
大
き
な
機
械
か
ら
人
が
出
て
き
た
。
た
く
さ
ん
。

み
ん
な
眠
っ
て
い
る
の
か
、
死
ん
で
い
る
の
か
。
目
を
瞑
っ
た
ま
ま
、
外
へ
投

げ
出
さ
れ
る
。

「
も
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
完
了
し
た
。
途
中
か
ら
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
Ｆ
ｅ
ａ
ｔ
．
仮
想
体
験
マ
ッ
ス
ィ
ー
ン
の
中
の
時
の
流
れ
を
早
め
た
か
ら
な
。

さ
あ
、
次
は
本
番
と
い
こ
う
か
」

こ
の
物
語
は
、
ス
パ
コ
ン
の
中
で
現
実
の
時
間
で
は
１
２
時
間
の
間
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

５
̃

７
日
ほ
ど
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
修
学
旅
行
を

無
人
島
に
す
る
か
他
の
場
所
に
す
る
か
決
め
る
の
だ
。

ち
な
み
に
生
徒
た
ち
の
記
憶
は
消
え
る
。
そ
し
て
朝
目
が
覚
め
る
と
自
分
の
ベ

ッ
ド
の
上
に
い
る
の
だ
。

そ
し
て
。
３
日
後
の
「
Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
 

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
 

Ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
」
。

「
ま
あ
、
予
想
は
つ
い
て
る
と
思
う
が
、
修
学
旅
行
の
目
的
地
発
表
だ
」

　
す
る
と
、
先
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
出
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
パ
ソ
コ

ン
を
コ
ー
ド
で
つ
な
ぐ
。
そ
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
意
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
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ー
の
電
源
を
入
れ
る
。
何
処
か
の
島
が
映
る
。

「
こ
の
島
は
、
長
崎
県
平
岩
市
南
平
１
１
９
３
に
あ
る
、
吉
見
島
だ
。
実
を
言

な
が
さ
き
け
ん
ひ
ら
い
わ
し
み
な
み
だ
い
ら

よ
し
み
と
う

う
と
、
こ
の
島
に
行
く
。
さ
ら
に
実
を
言
う
と
、
無
人
島
だ
。
先
生
た
ち
も
付

い
て
い
く
が
、
島
ま
で
は
来
な
い
」

ど
う
や
ら
、
生
徒
は
本
当
に
無
人
島
へ
行
く
ら
し
い
。

Ｅ
ｎ
ｄ
．
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ま
さ
か
の
最
終
回
（
後
書
き
）

い
き
な
り
と
ん
で
も
な
い
展
開
で
終
わ
ら
し
て
し
ま
っ
て
す
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
本
格
的
に
書
き
た
い
小
説
が
あ
る
も
の
で
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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